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1 施設の概要
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②名称

③所在地

④設置年月日

⑤設置目的

長崎市体験の森

長崎市茂木町1010番地1 ほか

平成6年7月1日

市民が森林に親しみ、憩い、自然を体験する場を提供することにより、森林

及び林業についての理解並びに自然愛護に対する意識の高揚に資するため。

⑥主な施設内容

構造

延床面積

施設

内容

m 開場時間及び休所日の承認の基準

その他施設

1階

木造2階建(森林体験館)

480 nf

2階

施設名

森林学習施設

多目的ホール、木工体験コーナー、図書コーナー、厨房、

シャワ一室、事務所

金額

森林学習室

休養宿泊施設

休養宿泊施設5棟、.駐車場、キャンプ場、運動広場、

涼坂樹木園、昆虫の森、林間歩道、便所、東屋

午前10時から午後4時までの時間帯を基本とし、

1日6時間以上

宿泊の場合

利用時問(開場時間)

キャンプ施設

休憩の場合

午後4時から翌日午前10時までの時

問帯を基本とし、 1日18時間以上

シャワ一施設

午前0時から午後柁時までの時間帯を基本とし、

1日12時間以上

午前11時から午後3時までまでの時

問帯を基本とし、 1日4時間以上

運動広場

午前円時から午後4時までの時間帯を基本とし、

1日6時間以上

⑧利用料金(基準客勵

ア休養宿泊施設を利用する場合の基準額

8,904円

午前10時から午後4時までの時問帯を基本とし、

1日6時間以上

区分

休所日

宿泊

・シャワ一施設:1 回につき 100円

休憩

1月2日から

1月7日まで

午後4時から翌日午前10時まで

午前11時から午後3時まで

1月1日から

6月30日まで及び

10月1日から

12月31日まで

利用時問帯

523円

1月2日から

1月7日まで

1棟につき

1棟1時間につき
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イ附属設備

バーベキューセット

区分

布団

寝袋

食器

大

⑨利用者等の推移

冷暖房設備

ノ」、

電磁調理器

シーツ付

ア利用者の推移

シーツ付

単位

1人分

1台1泊

1台1泊

宿泊の場合

年度

1組1泊

休憩の場合

利用人数

イ.指定管理委託料の推移

1 組1 泊

1 組1 泊

平成27年度

金額

1台1泊

年度

1台1泊

ウ利用料金収入の推移

1,047円

金額

1 台 1時間

26,069

523円

平成27年度

平成28年度

523円

年度

523円

金額

104円

20,644

19,425

523円

平成28年度

平成29年度

平成訂年度

523円

52円

26,279

19,289

(単位:人)

3,036

平成29年度

平成30年度

平成飴年度

(単位:千円)

21,516

19,420

3,294

平成30年度

平成.29年度

19,376

(単位:千円)

3,052

平成30年度

3,075

-3-



2 指定管理者候補者の概要

称株式会社シンコー御名

②'所在地長崎県大村市東三城町6番地1

③代表者代表取締役田代スミ子

{4}設立年月日昭和57年1月21日

⑤主な事業

アビルの総合清掃に関する業務

イ衛生害虫の駆除防除に関する業務

ウビルの機器設備の保守点検に関する業務

エー般廃棄物及び産業廃棄物収集運搬に関する業務

オ保安及び警備に関する業務

⑥長崎市内営業所等

ア名称長崎本社

イ所在地長崎市万才町2番7号

(単位:千円)

21,謁4

3 指定の期間

令和2年4月1日から令和7年3月31日まで

4 指定管理者候補者の選定について

m 選定方法公募

②選定の経過

ア応募団体数 3団体

イ提案の概要

(ア)提案内容※参考(1)「事業計画書概要」'(11ページ~18ページ)のとおり

(イ)管理運営体制

館長
副館長

(1 名)

(ウ)候補者提案額

令和2年度

※上限額 112,337千円(5年間分)

106,92021,384

バート

(6名)

令和3年度

臨時職員

21,384

令和4年度 合計

21,384

令和5年度

21,384

-4-
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【候補者提案額の内訳】

人件費

需用費

令和2年度

役務費

委託料

14,9?6

令和3年度

その他

2,254

合計(A)

14,926

2,537

施設利用料

附属設備利用料

令和4年度

2,955

2,254

2,338

14,926

2,537

その他

市所要額【A-B)

(指定管理委託料)

25,010

令和5年度

2,734

合計(B)

2,254

3,012

2,558

14,926

2,537

25,009

ウ指定管理者候補者選定審査会による審査

(ア)審査会の委員 5名

(イ)審査会の委員構成

令和6年度

2,734

374

2,254

(単位:千円)

3,012

2,558

240

14,926

2,537

3,626

25,009

2,734

373

2,254

21,384

3,012

2,558

240

74,630

2,537

3,625

25,009

11,270

2,734

373

21,384

3,012

12,685

2,558

240

長

委

3,625

25,・009

氏名

13,891

373

委員

深見聡

21,謁4

12,570

3,012

240

委員

松本考功

125,046

3,625

委員

入江哲明

373

21,384

巧,060

国立大学法人長崎大学環境科学部

永野司

240

3,625

九州北部税理士会長崎支部

1,866

馬場宰

長崎市レクリエーション協議会

21,謁4

1,200

18,126

長崎市青少年育成連絡協議会

団体名

公益社団法人長崎県緑化推進協会

106,920
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【ウ)審査経過

開催日

令和元年7月19日

令和元年9月30日

【全委員出席】

・会長及び職務代理者の選出

・指定管理者制度及び指定管理者候補者選定審査会の
概要説明、募集要項等についての協議

令和元年10月21日

令和元年10月25日

(工广審査穀告書の概要

※資料「指定管理者候補者選定審査会審査報告書(写)」(フページ~10ページ)の

とおり

【全委員出席】

・現地視察

・面接審査方法についての協議

内容

【全委員出席】

・審査方法等確認

・面接審査、指定管理者候補者団体の選定

・審査報告書提出
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【資¥り指定管理者候補者選定審査会審査報告書(写)

長崎市体験の森指定管理者候補者選定審査会

稲、査1幸艮告・害:

令和元年10月

ーフー



長崎市長田上富久様

長崎市体験の森の指定管理者候補者の選定に係る申請内容の審査を行いましたので、審査

結果について次のとおり報告します。

1 審査結果

第一順位株式会社シンコー長崎本社

第二順位株式会社・ファーストスター

第三順位株式会社長南

2 選定審査会の構成

長.深見聡(国立大学法人長崎大学環境科学部)会

職務代理者松本考功'(九州北部税理士会長崎支部)

員入江哲明(長崎市レクリエーション協議会)委

委員永野司(長崎市青少年育成連絡協議会)

委員馬場"宰(公益社団法人長崎県緑化推進協会)

3 審査の方法

応募者から提,出された申請書類に不備がないか、募集要項に記載された応募資格等の要

件を満たしているかを確認し、事業計画書等の内容について、面接により審査を行いまし

た。

審査の結果、合計点数が最も高.い応募者を第一順位として選定し、以下指定管理者とし

て適当と思われる団体までの順位付けを行いました。

なお、審査にあ_たっては、公平性及び公正性を確保するため、団体名を伏せて実施しま

した。

長崎市体験の森指定管理者候補者選定審査会

長崎市体敷の森指定管理者候補者選定審査会

における審査結果について(報告)

令和元年10月25日
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、

4 審査の経緯

回数

第1回

開催日

令和元年7月19日

第2回 令和元年9月30日

第3回

【全委員出席】

・会長及び職務代理者の選出

・指定管理者制度及び指定管理者候補者選定審査会の

概要説明、募集要項等についての協議

5 申請団体(届出順)

(1)株式会社シンコー長崎本社

②株式会社ファーストスター

(3)株式会社長南

6 採点結果(委員.5人中5人による採点結果は別紙のとおりです。)

ω第一順位株式会社シンコー長崎本社

現行の指定管理業務の実績やノウハウの蓄積があり、施設の設置目的を踏まえて創意

工夫された事業の取組み内容が評価される。現状からの劇的な変化は期待できないもの

の、安定的な業務実施が可能である。

②第二順位株式会社ファーストスター

企業の強みを発揮し、安定した管理運営が可能だと評価される。まだ、施設の設置目的

を理解し具体的な内容の提案も見受けられたが、森林及び林業についての.理解を深める

森林学習等の提案が外部講師招聰のみであり、もうーつ工夫がほしかった。

促).第三順位,株式会社長南

人員配置や緊急時の対応に優れており、管理運営について十分対応が司能であると評価

される。しかし一方で事業計画において具体性が乏しく、事業内容に関しての独自性・

新規性の視点に欠けることは否めない。

7 審査会総評

第一順位者については、指定管理者の経験を生かした森林体験学習の実施などの運営体

制という点において、安定感が評価された。第二、第三順位者においても、'施設の特性を

理解し、それぞれの強みを活かした提案がなされていた。

令和元年10月21日

【全委員出席】

・現地視察

・面接審査方法についての協議

内容

【全委員出席】

・審査方法等確認

・面接審査、指定管理者候補者団体の選定
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偶喋脚採点結果
了

目

評価項目

中項目

施設の設

置艮的と

計画

施設の効用を最大限に発揮
し、森林及び林業について

の理解並ぴに自然愛護に対

する意散の高揚に資すると

いう施設の設置目的が遊成
されるか

詳細

サービス

の向上

配点

創意工夫

施設の利用者の増加や利便

性を高めるための提案であ

るか

評価と改

善

自然体験学習や自主亊業に
関する提案並びにその他施
設の効用を高める事業の提
案に創意工夫が見られるか

採点

第一順位

計

基本方剣

株式会社

シンコー

長崎本社

事業のH平1西・改善体制があ
るか

採点

第二順位

平等利用

の硫保

40

当該施設の管理運営業務に
ついて、施設の設霊周的等

に合った基本方針・理念を
持っているか

,

株式会社

フアース

トスター

274

個人情報

の保護

採点

第三順位

施設の利用に関し、公平性

を確保する考え方と方策が
適切であるか

卯

託

人員配置

4

120

施設の利用者の個人情報の
保護に関する措置は適切か

株式会社

長南

即

収支計画

・施設管理

鵬員配霞は、当該施設の業
務を行うのに適切か、また,

管理組織と施股配皿職員の

連絡体制ついては適切か

4

26

談

即

94

4

緊急時の

対応

15

当該施設の業務に係る収支
予算審・管理に関する基本

的な事項は適切であるか

噐

玲

20

4

緊急時における、連絡体制
等危機管理体制は適切か、
また、事故防止対策の毒え

方と取組みについては適切
か

巧

舗

14

羽

4

24

16

60

却

技術点計

14

64

経費

Ⅱ

13

経費は適正か

※上限の範囲内において、
一定の基準額までは経費の
削減努力を評価しますが、

その基準額を下回る場合は
サービス水準の低下が懸念
されることから、評価が下

がります。

如

14

U

15

Ⅱ

如

13

26

12

40

4

100

13

肋

26

56

13

斗+

器

諦

66

14

14

280

即

24

30

田

玲

204

26

120

80

71

巧
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【参考】

(1)事業計画書概要

・,価垣週

事業計画

①設置目的に合った、魅力ある施設とする為、

「自然とのふれあい」を最重要課題とし運営

する。

②森林、林業に携わったメンバーとともに、協

業頂く関係者とのコラボレーションを行う。

③自然に親しみ憩い、自然を体験する場とし

て、「キッズクラブ」はじめ様々な体験プログ

ラムを行う。

④自然愛護に関する意識の高揚を図るため年

1回の里山清掃活動など開催する。

株或会社

施設の設置

目的と計画

コー

①利用者の二ーズ把握と、様々な視点からの

継続的な取り組みをする。

②民問独自の様々な視点で、サービスを向上

する。

③計画的な人材育成により、長崎市体験の森

でのコンシェルジュを目指す。

④民間企業のノウハウを生かした取り組みを

実施し、新規利用者の獲得を目指す。

サービスの

向上

①長崎市民が非日常の空間で通常体験できな

いことを体験し感じそこから森林や林業につ

いて考える場とする。

②自然愛護への意識を高めるために、自然に

ついてより深く見て聞いて感じられるような

体験ができる施設にする。

①長崎市市民の森のホームページを作製す

る。

②当社ホームページへの掲載をする。

③当社名刺でのPRを行う。

④「広報ながさき」へのイベント掲載を行う。

⑤宿泊施設利用者がいない場合のキャンプ場

利用者にバーベキュースペースの有料貸出し

を1テう。

①キャンプやアウトドアに興味がある方のみ

ではなく、広く一般の方に体験の森に来場い

ただくことを一番に考え、道案内図(看板)の

整備や、公共交通機関での来場者増加に向け

た方策を検討する。

①自然を体験するという場を提供し森林体験

学習に関するイベントを行い長崎市体験の森

をより多くの皆様に知ってもらう。

②子供さんからお年寄りの方まで参加しやす

いイベント【レクリエーション)を行う。

3

式会



声工'1至11§il、匝、韮ι_、
豆鐙早価頭泊、
聖^孟むキま印_',.

十一゛ー、第順位

^株式会社シ'・ヨー
m自然体験学習

①自然に親しみ憩い、自然と体験する場とし

て、「キッズクラブ」はじめ、様々な自然体験

学習(タケノコ掘り体験・市民の森DEすうデ

アロマの石鹸づくり等)を行う。

②自然体験学習の企画を行い、長崎市体験の

森の盛り上がりを創出する。

③年間の自然体験学習は約 20 回前後開催す

る。

②自主事業

①山という自然の関わりを通して森林管理の

あり方などの環境保全の意識を高めること等

を目的とした公孫樹耕作倶楽部の活動を行
創意工夫

m自然体験学習

①敷地内がそのまま学習の教材になることを

念頭に、敷地内の自然の仕組みや生き物の生

活、樹木の棲息などのつながりを学習する場

を提供し、自然愛護の精神を養う。

②眼下に広がる茂木の海、島原や橘湾を感,じ

ながら体験学習を行う。

つ。

②アウトドアクッキング、散策・学習プログラ

ム、染め物体験プログラム、藍染め、もの作り

プログラム、簡単工作を行う。

③その他

①年1 回の里山清掃活動はじめ、植樹祭や新

たなイベントに参加し長崎市体験の森をアピ

ールする。

順

ア スト

②自主事業

①現在実施.しているイベントを継承しながら

も、職員の育成を図り、ソフト面の充実を行

つ。

m自然体験学習

①現在実施されている散策・植物ガイドを継

承し、その他イベントについてもできるだけ

継続する。

②10月~3月星空観察明 1~2 回)を行う。

(運動広場利用)

株・.A社南

3 位

③その他

①立地条件を活かしな.がら、人と人との触れ

合いの中で自然愛護に対する意識を深める。

②自主事業

①キャ・ンプ場利用を促進する。

②大人のアウトドアクッキングを行う。

③ご高齢の方のイベント愃然の中でのレク

り工ーション)を行う。

(3)その他

関係法令を遵守し利用者の安全を第一に考え

る。

①施設の環境保全と廃棄物を適正に処理す

る。

②運動広場への出入口、ケビンへの階段等歩

きにくい場所の整備とL印ソーラーセンサー
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評価項目

創意工夫

式会

第

ノ

位

コー

①必ず毎月1回以上、ミーティングを開催し、

計画、進捗管理等を行う。

②接遇教育や個人情報などコンプライアンス

研修、体調管理含めた安全面の研修を行う。

③協業先やボランティアの方々はじめ、委託

先や当社設備管理メンバーもミーティングに

参加し、意見交換を行う。

④「お客様の声」が事業の評価であり、利用者

の皆様にはアンケートの調査を行い、ホーム

ページでは、皆様からのご意見やご要望を電

話またはメールでお寄せ下さいと明記して意

見収集を行う。

⑤クレームや苦言でもしっかりと受け止め、

より良い運営に繋がるよう実,施し、また長崎

市にも報告を行い、改善案があれば指摘をも

らう環境づくりをする。

⑥国際標準マネジメントシステムの IS09001、

IS014001を認証しており、品質及び環境管理

評価と改善

^
ア

①アンケートを実施し、利用者からの意見を

吸い上げる。

②アンケートなどに対してどぅ改善していく

かを全員で考え試すことを繰り返し、改善す

る。

③すべての職員で情報を共有するためのミー

ティングを開催する。

タ

位

式厶社長

ライトを取付けて夜間の利用者の安全に努め

る。

③一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運

搬業の許可業者であるため、ゴミは確実に処

理する。

①体験館内にアンケートボックスを設置し利

用者の意見を反映させる。

②意見・結果はその都度長崎市へ報告する。

③利用者からのクレームについてはクレーム

報告書を作成し是正処置を行い処置後は全職

員へ周知し同様のクレームがない様に予防処

置を行う。

④クレームについてもその都度長崎市へ報告

又は是正予防処置の書類を提出する。
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評価項目

評価と改善

の基本であるマ、ネジメントサイクル(PDCA)を

確実に展開し、「事業の評価t改善体制b 「公平

性の確保と管理業務の確実な遂行」「効率の良

い管理運営の実施」「利用者サービスの提供」

などの使命を、常に上昇・発展させていくスパ

イラル構造展開を行う。

株式会社シンコ[,長崎本社沈、

第.1 順位

2

^

^

基本事項

^■区

①施設の設置目的及び、指定管理者制度を理

解した管理運営を行う。

②地域特性、住民の立場の理解や迅速な管理・

運営業務を提供する。

③経費の節減、業務の迅速化等効率的、効果的

な管理,運営業務を行う。

④利用者のプライバシー保護等安心して施設

を利用して頂くことができるように努める。

基本方針

^' 株式会社シ、アース1ドスタ・ー

・第2、順位

平等利用の

確保

①公共性及び公平性の理念に基づいた運営管

理を行う。

②特定団体や個人を優遇しない。高齢者、障が

い者等に配慮した接遇を行う。

③公平性に関する苦情は対応手順を作成し、

決められた手順に基づき、的確に行う。

①来場者全ての方へこの体験の森で自然愛護

を少しでも感じ取ってもらえるように、すべ

ての職員は普段より絶え間ない努力とサービ

ス精神をもって業務を遂行する。

、.

第3,順位

①長崎市の公の施設であるということを念頭

にイ長崎市のルールに従い、物事に対して独自

の対応をしないように全職員へ周知する。

②情報を共有し、個人間で判断が異ならない

ようにするb

^^

①利用者に自然を体験する場を提供する施設

であるため建物の清掃管理はもちろんのこと

広大な森・歩道・、公園の除草等整備に力を入

れる。

②指定期間終了後、他業者が管理するように

なっても継続していける管理を行う。

①減免に関して適切に処置するため関係職員

に十分理解させる。

②社会的弱老・性別等不当な取り扱いが無い

様、職員全員に研修を行う。

③自社関係者や特定の法人、団体への優先利

用はしない。

七株式会社長南



^'ー^,江'- r

,・、価項凋

①プライバシーマネジメントシステムに基づ

く保護・管理の徹底を行う。

②個人情報を重要な情報であると認識し、利

用者から頂いた個人情報は、プライバシー保

護を最優先に厳重に管理する。

③個人情報の盗用、漏えいその他の事故を防

止するための個人情報の適正な管理及び安全

の確保のために必要な措置を講じる。

④管理業務に従事している職員に対しては

「業務を通じて知り得た個人情報について、

在職中はもちろん、退職後も他人に漏えいし

ない」「個人情報の業務範囲を越えた加工、個

人目的以外使用等の禁止」を指導し、入社時に

は守秘義務に関する誓約書を交わす。

⑤個人情報保護、情報資産管理に関する教育

の徹底、理解度の確認を行う。

⑥情報公開を求められた場合、広く一般の利

用に供する公の施設の管理という役割'と責

任、長崎市情報公開条例の趣旨、関係法令等を

十分認識し、必要に応じた開示等を市と相談

し行う。

建会 ンノ

、

個人情報の

保護

,

①当施設で知り得た個人情報に関して運営時

はもちろん、その業務が終了したのちも情報

を開示しなし、。

アー

、,

A 、南、

①平成23年3月にプライバシーマークを取得

している。

②利用者の氏名・住所・連絡先が記載された書

類およびデータは USB で管理し施錠したキャ

ビネットで保管する。

③管理事務所内については部外者の原則禁止

とし入室が必要な際は必ず職員同伴とする。

④業務を実施していくなかでりスクが考えら

れた場合はその都度りスクを分析し対策を講

じる。

⑤職員については入社時に個人情報取扱同意

書・個人情報誓約書を取り交わし、就業中、退

職してからも.知り得た事は第三者に漏らさな

いという教育をする。

第順
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誕誹轟亀

管理運営体制

株式会

館長 1 名、副館長 1 名、パート6名、臨時職

入員配置

^

貝,。

1順位

ノノコ 本社

①収支計画については、今後5年問の「経営環

境」「人件費の推移」などについて総合的に検

討し決定した。

②人件費は、日本社会全体の傾向に「賃金の向

上」があり、時間単価は上昇傾向だが、より良

い人材を従事させるため、これらの収支計画

、に関するりスクは経営努力で克服する。

③指定期間5年間の管理運営の収支縞主事

業以外)として、.収入の部は、利用料金及び指

定管理料の計に対し、支出の部で収支同額の

計画とし、.指定期間 5年間の自主事業の収支

として、1,680,000円の利益を見込む収支計画

としている。

④施設管理については、利用される方.の安心・

安全の確保と効果的管理を両立させる。

収支計画・

施設管理

施設長1名、主任1名、通常職員1名、イベン

ト要員2名{臨時}、宿泊職員1名、緊急時要員

適時。

株式ムファストター

2 、

①収支計画については、指定期間 5年間の管

理運営の収支(自主事業以外)として、収入の

部は、利用料金及び指定管理料の計に対し、支

出の部で収支同額の計画とし、指定期間 5年

間の自主事業の収支として、2,020,000円の利

益を見込む収支計画としている。

施設長1名、主任1名、イベント補助員1名、

施設清掃・点検員4名。

①人件費の削減の為事務補助と宿直は兼務す

る。'(事務管理は本社経理)

②イベント補助員もイベント企画し事務補助

を兼務する。

③清掃作業員は施設点検しながら行う。怯定

点検については各専門業者に外注する)

第順位

株式会社長南

①収支計画については、指定期間 5年間の管

理運営の収支(自主事業以外)として、収入の

部は、利用料金及び指定管理料の計に対し、支

出の部で収支同額の計画とし、指定期間 5年

間の自主事業の収支として、667,139円の利益

を見込む収支計画としている。

②施設管理については、仕様書に定める利用

料金並びに利用時問及び休所日の基準の内容

②施設管理については、自主事業からより多

くの人に体験の森を知っていただくために、



⑤苦情・要望は対応手順を作成し決められた

手順に基づき、的確に対応する。

⑥「長崎市体験の森維持管理年問管理表」を作

成し、予防保全、安全点検を行う。

⑥施設管理に必要な登録をした企業として、

環境衛生管理事業に努める。

①緊急事態の発生時には、危機管理マニュア

ル及び訓練に基づき、適切で素早い対応を行

つ。

②従事者が利用者の安全確保を最優先に行動

し、長崎市をはじめ関係機関への報告・連携に

より、被害を最小限にとどめる努力する。

③長崎市体験の森のトラブルに関しても、即

連絡が取れる体制で、閉館時でも、緊急時の場

合は、24時問 365日体制で連絡が取れること

を可能とする。

④施設利用者・来場者の安心・安全の確保を最

重要課題とし、日常的な未然防止処置(施設内

に潜んでいる危険個所の探査・巡回及び対策

の実施)や自然災害に関する情報収集、予測さ

れる危機に対する予防的対策及び突発的な事

故・火災・地震など発生した危機に対す

る対応【危機管理マニュア,ル・消防計画}の双

方の観点から万全の管理運営を行う。

緊急時の

対応

のとおりとする。職員の勤務時間は午前 9時

から午後 5時までとし、前後 1時間は各施設

の点検へ回る計画としている。

①緊急体制時は現状の把握関係各所への連絡

伍WIH)特に緊急時は焦って普段の半分もで

きないことが多いので常々シミュレーション

などし、そのことをすべての職員と共有する。

②大切なことは書いて壁などに貼っ.ておく。

③事故防止対策は、ヒヤリハツトと同じくど

んな些細なことでも見逃さずこれも全員で情

報を共有する。

④過去の事例をよく研究し当施設ではどのよ

うな対応ができるかを常々ミーティングなど

で考える。

キャンプ等外での宿泊が苦手な方はケビンが

利用できることや、'キャンブについては調理

場やバーベキュースペースが利用できるなど

体験の森そのものを知っていただけるように

管理していく。

①当社は基幹事業が警備であるため、機械警

備については当社にて行う。

②昼間の緊急時の場合は職員が施設長に穀告

し施設長の指示により行動する。



・価目

4

⑤予防処置を含めた防犯・防災、対策を.行う。

⑥防災計画を充実し大規模災害にも対応可能

な体制、対応を行う。

価格

提案額(5年間総額):106,920,000円

(上限額:112,336,400円の 95,18%)

①「人件費の効果的な運用」と「委託費等の削

減」を取り組む。

経費

提案額(5年総額):100,426,515円

(上限額:112,336,400円の 89.40%)

①人件費を縮減に充てたが、働く職員が意欲

をなくさないようにする。

、 3

提案額(5年総額):104,500,000円

(上限額:112,336,400円の 93.02%)

①公金受領受託者として適切な管理をする。

②体験の森の口座を開設し、帳簿を作成する。

③売上金は翌日入金する。翌日が土曜日、日曜

日、祝祭日の場合は金庫にて保管する。

④施設長、主任、管理事務、イベント補助員は

料金体系について十分理解し業務を遂行す

る。

⑤イ乍成した文害は管理業務終了後 5年間保管

する。

、

長
、

、
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(2)募集要項、,仕様書

1 指定管理者の募集

長崎市は、地方自治法(昭和22年法律第67号)第244条の2第3項及び長崎市体験の森条例(平成6

年長崎市条例第2号。以下「条例」という。)第4条第1項及び第2項の規定により、長崎市体験の森(以

下「体験の森」という。)の管理に関する業務を行う指定管理者の募集を行います。

長崎市体験の森指定管理者募集要項

【根拠法令】

地方自治法第244条の2第3項

普通地方公共団体は、公の施設の設置の目的を効果的に達成するため必要があると認める

ときは、条例の定めるところにより、法人その他の団体であって当該普通地方公共団体が指

定するものに、当該公の施設の管理を行わせることができる。

【根拠条例】

長崎市体験の森条例第4条第1項

市長は、体験の森の管理を地方自治法(昭和22年法律第67号)第244条の2第3項の規

定により、市長が指定するもの(以下 r指定管理者」という。)に行わせる。

長崎市体験の森条例第4条第2項

市長は、前項の指定に当たっては、公募の方法により、これを行うものとする。

2

(1

施設の設置目的及び概要

)設置目的

体験の森は、市民が自然に親しみ、憩い、自然を体験する場を提供することにより、森林及び林業

についての理解並びに自然愛護に対する意識の高揚に資する目的で、平成6年7月に開館した施設で

す。

(2)施設の概要

称長崎市体験の森ア名

イ所在地長崎市茂木町1010番地1ほか

ウ設置年月日平成6年7月1日

※その他の詳細は、別に定める「長崎市体験の森指定管理者業務仕様害」(以下「仕様書」という。)

を参照してください。

3

(1

指定管理者が行う業務の範囲

)指定管理者は、次の業務を行うこととします。

なお、詳細は、仕様晝に従い実施することとします。

ア休養宿泊施設、運動広場及びキャンプ場の利用の許可その他の体験の森の施設の利用に関する業

務

体験の森の施設及び設備の維持管理に関する業務

ア、イに掲げるもののほか、体験の森運営に関し.て市長が必要と認める業務

-19-
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(2)自主事業

指定管理者は、施設利用者の利便性や施設の魅力向上に資する自主的な事業を自らの費用負担に

より行うことができます。

提案の内容が、施設の設置目的に沿う場合は、長崎市の承認を得て自主事業として実施していただ

きます。

また、利便性や魅力の向上に資さないと判断される場合、実施は認められません。

4 指定の期間

令和2年4月 i e~令和7年3月31日(5年間)
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(1

管理に関する基本的事項

)利用時問及び休所日

指定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て利用時間及び休所日を設定することができます。利用

時問及び休所日についても提案し.てください。

なお、承認の基準は長崎市体験の森条例施行規則(平成6年長崎市規則第20号。以下「規則」と

いう。)第4条及び第5条のとおりです。

詳細については、仕様善を参照し.てください。

(2)施設利用等の許可及び制限

条例、規則等に従って行ってください。

ア行為及び利用の許可につし.、て

条例第7条及び第11条第1項の規定に従って行いま・す。

イ行,為及び利用の制限に関する事項

(ア)、条例第8条及び第'11条第2項各号に定める場合には、行為及び利用の許可をすることができ

ません。

(イ)条例第9条各号に規定する行為は禁止されています。

(ウ)条例第10条に該当する場合は、利用を禁止し、又は制限することができます。

(エ)条例第 16第1項条各号に該当する場合は、利用の許可を取消し、又は利用を停止し、若しく

は制限することができます。

(3)業務の一括委託の禁止

指定管理者は、本業務の全部又は主要な部分を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることは

できません。

ただし、指定管理業務の一部の業務を委託する場合で、あらかじめ長崎市の承認を得たときはこの

限りではありません。この場合には、長崎市内に本社を有する長崎市建設工事等鯖争入札参加者の資

格審査及び選定要綱(昭和55年8月1日施行)第11条に規定する有資格業者名簿又は長崎市物品等

競争入札参加者の資格審査及び選定要細(昭和船年12月1日施行)第11条に規定する有資格者名

簿に登録されている者(以下「有資格者」という。)を優先すること。

(4)備品等の取扱い

指定管理者は、別途協定書等に定める施設運営に必要な備品を管理します。



施設の備品は長崎市が購入しますが、指定管理者自らの判断により施設の運営のための備品を購

入することも可能です。この場合、維持管理も含めた費用は指定管理者の負担となり、購入した備品

の所有権は指定管理者に帰属します。

(5)関係法令の遵守

指定管理者は、条例、規則、地方自治法、個人情報の保護に関する法律、消防法、警備業法、労働

基準法、労働安全衛生法、最低賃金法その他労働関係法令及び仕様書に記載しているその他の関係法

令等を遵守し、業務を履行しなければなりません。

(6)個人情報の取扱い

指定管理者は、長崎市個人情報保護条例第37条(平成13年長崎市条例第27号)の規定により、

個人情報の保護に留意するとともに、業務の実施に関して知り得た個人情報について漏えい、滅失、

改ざん及び殿損の防止、並びに盗用の禁止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じ

なければなりません。違反した場合には、長崎市は、損害賠償の請求をすることができます、

また、個人情報の漏えい等の防止並びに本人からの開示の申出及び苦情への適切かつ迅速な対応

その他個人情報の適正な管理を図るために、指定管理者は個人情報の取扱い規程等を作成するものと

します。

(フ)情報の公開

指定管理者は、長崎市情報公開条例第25条(平成13年長崎市条例第28号)の規定により、情報

の公開に関する規程等を作成するなど、施設の管理に関する業務に係る情報公開に関し必要な措置を

講ずるよう努めるものとします。

(8)秘密保持義務

指定管理者は、施設の管理を行うにあたり、業務上知り得た内容を第三者に漏らしたり、自己の利

益又は他の目的に使用してはなりません。指定管理期間が終了し、又は指定を取消された後において

も同様とします。

(9)文書の管理及び保存

指定管理者は、指定管理業務を行うにあたり作成し、・又は受領した文書等は、適正に管理・保存す

ることとします。

文書等の管理及び保存の期間については、本業務の終7後5年間とします。ただし、長崎市が必要

と認める文書等については、指定期間終了時に、長崎市が指示を行い、引渡しを受けることとします。

(・10)環境への配慮

指定管理者は、指定管理業務を行うにあたっては、次のような環境への配慮に努めることとします。

ア・省エネルギーの徹底及び温室効果ガスの排出抑制

イ廃棄物の発生を抑制し、りサイクルの推進及び廃棄物の適正処理

ウ環境負荷の低減に配慮した物品の購入(グリーン購入の推進)
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6 経費に関する事項

指定管理者は、長崎市が支払う指定管理に係る委託料(以下「委託料」という。)及び利用者が支払う

利用料金収入により管理運営を行うことになります。

当額堂貪女)^この上限額を超えて提案がなされた場合は、その時点で失格とし、面接は行わないこ

ととします。なお、委託料の上限額は修繕料2,75 0,000円(年各550,00・0円)を含む総額と

なります。

崎市が支払う

(1)委託料

「長崎市体験の森の管理・運営に関する業務の収支予算書(様式5)」による提案に基づき、支出

(施設の管理・運営に係る経費)から利用料金収入を差し引いた額が委託料となります。

管理運営に入った段階で委託料が不足する場合があっても、長崎市は不足分の支出は行いません。

委託料は協定書で定め、会計年度(4月1日から翌年3月31日まで)ごとに四半期に分割して支

払います。

の 託料の上限額は

(2)利用料金収入

当該施設は利用料金制を適用します。したがって、利用者が支払う利用料金(施設及び附属設備に

係るもの)は指定管理者の収入となります。利用料金の額は、長崎市が条例及び規則で定める額を基

準として指定管理者があらかじめ市長の承認を得て定めることとなります。

また、利用料金の減免(割引券の発行を含む。)については、長崎市が条例及び規則で定める基準

に基づき、指定管理者があらかじめ市長の承認を得て行うこととなります。

込112 336 400円

(3)利用料金収入の取扱い

利用料金は、施設利用の許可の際に収受するものとし、利用日の属する年度の収入とします。令和

2年4月1日から令和7年3月31日までの利用に係る利用料金が、本公募により選定する指定管理

者の収入どな.ります。

なお、利用料金収入が指定管理者の提案額を超えた場合、その超えた金額のうち、提案額の 10%

までは全額を指定管理者の収入とします。なお、10%を超えた部分の収入については、基準として、

その超えた部分の 50%を長崎市に納付するか利用者還元に充てることとしますが、その使途につい

ても併せて提案してください。

また、次期指定期間に係る利用料金については、次期指定管理者に引継ぐものとします。

消 及び地方消 相

(4)自主事業の経費

自主事業の実施に係る経費についてはすべて指定管理者の負担とし、自主事業により得た収入に

つぃては、指定管理者の収入となりますが、損失が発生した場合は、すべて指定管理者の負担となり

ます。

なお、自主事業により利益が生じた場合、公の施設を使用しての利益であることから、一定割合の

市への納付や利用者への還元など利益の取扱いについても併せて提案をしてください。基準として、

利益の 10%までは全額指定管理者の収入とし、その超えた部分の50%を市への納付もしくは利用者

還元に充てることとします。詳細については、協定吉において定めることとします。

ノ
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'

(5)委託料の精算等

修繕料を除き委託料の精算は行いません。ただし、指定期間内に次の状況となった場合は、利用料

金収入及び委託料について協議を行うこととします。

ア指定管理業務を追加及び廃止した場合

イ「7 責任の分担」に基づく協議が必要となった場合

(田修繕料の精算

指定管理者は、修繕料に係る委託料について、支出の内訳を明らかにした精算書を作成し、長崎市

が指定する日までに長崎市に提出するものとします。

なお、精算した結果、残金が生じたときは、長崎市が指定する日までに長崎市に残金を返還しなけ

ればなりません。

(フ)その他

指定管理業務開始前の引継ぎ準備に係る経費は、指定管理者に指定された団体の負担となります。

7 責任の分担

指定管理者と長崎市の責任分担については、次のとおりです。なお、詳細については、関係法令に基づ

いて、協定書に規定することとします。

制度・法令変更

税制度の変更

物価変動

運営費の膨張

施設管理・運営に影響を及ぼす法令等の変更

利用者の変動

指定管理者自身に影響を及ぼす法令等の変更

項目

施設管理,運営に影饗を及ぼす税制変更

j

利用料金の未収

一般的な税制変更

自主事業りスク

物価変動に伴う経費の増

人件費等の運営費の膨張

施設設備等の損傷

長崎市の事情による利用者の減

当初の事業計画の利用者見込みとの相違

利用料金の未収による収入減

損害賠償

自主事業の実施に伴い発生するりスク

管理上の暇症による施設・設備!備品の損傷

経邱劣化等管理上の斑症によらない施設・設備・備品

の損傷

長崎市

運営りスク

管理上の暇癌による施設・設備・備品の不備による事

故や火災等に伴う利用者への損害

0

管理上の暇癌によらない施設・設備・備品の不備によ

る事故や火災等に伴う利用者への損害

指定管理考

0

0

管理上の最癌(指定管理者の責)による施設・設備・

備品の不備による事故や火災等に伴う臨時休場等の

運営りスク

0

0

管理上の理癌によらない(長崎市の責による)施設・

0

※0

※0

0

0

協議事項

0

0
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協議事項

0

0 (責任の範



不可抗力

指定期問開始前の準備及び業務引継ぎに係る費用負担

運営管理(企画調整、利用指導、案内、警備、苦情対応)

設備'備品の不備による事故や火災等に伴う臨時休

場等の運営リ,スク

自然災害等による施設・設備・備品の損傷、利用者へ

の損害、臨時休場等に伴う運営りスク

維持管理(清掃、施設保守点検、設備等法定点検、修繕、安全衛生管理)

管理事務所、倉庫等の物品管理

有料施設の利用の許可(受付、許可、'料金徴収業務)

災害時対応(待機連絡体制確保、被害調査・報告、応急措置)

利用料金の収受

施設の目的外使用許可及び目的外使用料の徴収

施設の法的管理'(占用許可等)

施設の整備、改修

災害時対応(待機連絡体制確保、被害調査・報告、応急措置)における指示等

囲については

協議する)

災害復旧(本格復旧)

火災保険(火災及び災害)

協議事項

施設賠償・責任保険

.

※指定管理者の継続に重大な影響を及ぼすものについては、その都度協議することとします。

《本責任の分担のほか疑義のあるものについては、その都度協議することとします。》

0

0 (修繕につ

いては、 1件

当たりの金額

が 200千円未

満のもの)

0

8

(1

保険

)損害賠償

指定管理者は、故意又は過失によりその管理する施設又は設備を損傷し、又は滅失したときはそれ

によって生じた損害を長崎市に賠償しなければなりません。指定管理期間の終了後、又は指定の取消

し後も同様とします。

0

0

0

0

(2)第三者への賠償

施設の利用者等第三者に損害を与え、賠償を行う必要が発生した場合、その賠償については・、国家

賠償法(昭和22年法律第125号)第1条(公務員の不法行為による損害の賠償)、同法第2条(公の

営造物の斑癌による賠償)に基づき長崎市が行います。ただし、長崎市が指定管理者の賣めに帰すべ

0

0

0

0

0

0

0※長崎市が

加入ずる保険

と重複しない

範囲で必要な

保険に加入す

る。

0

゛
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き事由により発生した損害について、第三者に対して賠償したときは、長崎市は指定管理者に対して

長崎市が賠償した金額及びその他賠償に伴い発生した費用を請求することができます。

(3)保険の付保

指定管理者は自らのりスクに対応して、自らの負担において必要に応じて保険に加入してくださ

い。なお、長崎市は「全国市長会市民総合賠償補償保険」に加入しています。同保険の賠償責任保険

の内容は次のとおりです。

施設賠償責任保険契約類型

てん補限度額

、

9

(1

公募に関する内容

)指定管理者の公募及びスケジュール

実施スケジュールは次のとおりです。

身体賠償

ア募集要項・資料の配布

イ質問書の受付

財物賠償

ウ応募者説明会及び現地説明会の開催

工

1名につき

オ面接審査の実施

申請の受付

1事故につき

力選定結果の通知

1事故につき

キ指定管理者の指定の手続き
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ク指定管理者との協定締結

ケ指定管理者による管理の開始

D型

※オに記載のとおり応募内容や事業計画の取組み内容などを直接聴く、面接審査を実施します。令和元

年10月中旬~下旬に実施する予定にしていますが、日程、場所等詳細については、後日応募団体に連

絡します。なお、面接審査は、長崎市附属機関に関する条例(昭和28年長崎市条例第42号)及び長崎

市類型の附属機関に係る審査会規則(令和元年長崎市規則第52号)に基づき設置される長崎市体験の

森指定管理者の候補者の選定審査会(以下「審査会」という。)で行います。(審査会の審査及び選定の

基準については「13 審査及び選定の基準」に記載。)

1億円

公募の日~令和元年10月15日(火)

1 0億円

公募の日~令和元年9月

①1回目締め切り 9月

②2回目締め切り 9月

2千万円

令和元年9月19日(木)~令和元年9月20日(金)

令和元年10月4日(金)~令和元年10月15日(火)

令和元年10月中旬~下旬

(2)'指定管理者の公募手続き

ア募集要項等の配布

募集要項、仕様書及び申請書等の資料は、長崎市指定管理者ホームページからダウンロードでき

ます。また、水産農林政策課でも配布します。

長崎市指定管理者ホームページURL

ht如ゾ/WWW. c ity. na血Sak i.1g. jp/syoka i/760000/764000/index.址ml

令和元年11月中に通知予定

25日(水)

13日(金)

25日(水)

令和元年12月

令和2年1月

令和 2年4月1日(7k)



イ質問書の受付

募集要項に関する質問を次のとおり受け付けます。質問への回答はFAX又は電子メールにて

回答し、併せてホームページにも掲載します。(1回目回答予定日9月19日(木)、.2回目回答予

定日 10月2日 OK))

受付期間.①公募の日~令和元年9月13 臥金)

②令和元年9月19日(木)~令和元年9月25日(水)

受付方法:質問書(様式8)に記入のうえ、郵送、FAX・又は電子メールにて送付してください。電話

(口頭)での質問は受け付けません。

※FAX 及び電子メールでの送付については、必ず通信の確認(電話にて)をお願いしま

す。

提出先:長崎市水産農林部水産農林政策課(長崎市役所金屋町別館3階)

担当向井、植田(総務係)

〒850-0037 長崎市金屋町9番3号金屋町別館3階

電話 095-820-6562(直通)、 FAX 095-827一価13

メールアドレス Suinou_seisaku@city.nagesaki.1gJP

応募に関する事項

)応募資格

法人その他の団体であり、次の事項をすべて満たすものであること。

ウ応募者説明会及び現地説明会の開催

募集要項の内容、提出書類、業務の内容及び施設の概要等につい.て次のとおり説明会を開催します。

開催日時:令和元年9月19日(木)~令和元年9月20日(金)

※日時は別途指定(1団体あたり2時間程度)します。

開催場所:森林体験館(長崎市茂木町1010番地1)

参加人数:各団体3名まで

申込方法:申込害(様式9)に記入.のうぇ、郵送、FAX 又は電子メールにて9月17日(火)午後1時

までに送付してください。

※FAX 及ぴ電子メールでの送付については、必ず通信の確認(電話にて)をお願いしま

す。

申込先:上記イ質問害の提出先に同じ

.

.

工申請の受付

申請書類を次のとおり受け付けます。

受付期間;令和元年10月4日(金)~令和元年10月15日(火)

午前8時45分から午後5時30分まで(正午から午後1時を除く)

提出期限:令和元年10月15日(火)午後5時30分(必着)

提出先:長崎市水産農林部水産農林政策課(長崎市役所金屋町別館3階)

※申請書等の提出は持参又は郵送とします。
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ア長崎市の有資格者であること。

イ長崎市内に本社又は入札・契約締結権限を委任されている支店・営業所等を有する者であること。

※複数の団体がグループを組み応募すること(以下'「グループ応募」という。)もできることとし

ます。ただし、この場合にあっては、グループを構成する団体すべてにおいて、個別に応募資格を満

たしている必要があります。また、応募に伴い代表構成員を定め、責任体制を明確化することとし、

協定締結においては、すべての構成員を協定の当事者とします。

ウ 3年以上の実績を有する(過去3箇年分の財務諸表を提出できる)団体であること。ただし、法

人以外の団体においては、この限りではありません。

工長崎市税、法人事業税(長崎県分は限る)、消費税及び地方消費税を滞納していないこと。
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【有資格者名簿への登録について】

本施設の指定.管理者に応募するためには、長崎市の有資格者名簿に登録されていることを条件とし

ます。名簿登録がない団体は、長崎市の

・物品製造等

・建設工事

・建設コンサル

のいずれかの名簿人の登録手続きを行ってください。

(手続先)

〒850-8685 長崎市桜町2番22号(長崎市役所本館4階)

長崎市理財部契約検査課総務係電話095-829-1160

(手続内容)

次の書類を持参又は郵送により提出してください。

※手声に要する日数については上記手士先へお問い合せください

名簿の種類

物品製造等

建設工事

建設コンサル

競争入札参加資格審査申請書(物品製造等)

なお、必要な書類等については、契約検査課窓口、又は、次のURLで取得できます。

物品製造等 h廿P.//艸W.olty.胎E0舶ki.1釣P心i別0/320000/321000/P02卵39.html

建設工事 ht如://WWW.city.na部Sakl.1giP小gyo/320000/321000/P026798.html

建設コンサル址如://WWW.oity.始ga5ekl.1g卯/jigyo/320000/321000/P026胎4.html

一般競争(指名競争)入札参加資格審査申請書

~建設工事~

一般競争(指名競争)入札参加資格審査申請書

~建設工事に係る測量、建設コンサルタント業務等~

提出書類

(2)応募団体の制限

応募しようとする団体(グループでの応募の場合は、すべての構成団体)が次に掲げる項目に該

当しないこと。

ア長崎市契約規則(昭和39年長崎市規則第26号)第2条の規定により長崎市における一般競争

入札等の参加を制限されている場合。

イ会社法(平成17年法律第86号)第475条若しくは第644条の規定に基づく清算の開始又は破



産法(平成16年法律第75号)第18条若しくは第19条の規定に基づく破産手続開始の申立てか

あった場合。

ウ会社更生法(平成14年法律第154号)第17条の規定に基づく更生手続開始の申立て、又は民

事再生法(平成11年法律第225号)第21条の規定に基づく再生手続開始の申立てがあった場合

(更生計画の認可が決定され、又は再生計画の認可の決定が確定された場合(建設工事に係る有

資格者にあっては、更生手続開始又は再生手続開始の決定日以後を審査基準日とする経営事項審

査を受け、長崎市の入札参加資格審査申請書を再度提出し、その審査を経て有資格者として認定

された者1こ限る。)を除く。)

工指定管理者の指定取消しを受けたこと又は業務の全部若しくは一部の停止を命じられたこと

がある場合。

オ長崎市指定管理者制度暴力団対策要綱(平成17年12月21日施行)第3条の規定により、代

表者等が暴力団関係者、暴力団関係者を使用、暴力団関係者に対して金銭、物品その他の財産上

の利益を供与、暴力団関係者と密接な交際等を有している団体に該当する場合。

力長崎市競争入札参加資格者指名停止措置要領又は長崎市各種契約等における暴力団等の排除

措置に関する要綱(平成24年長崎市告示第85号)の規定による指名停止措置の期間中である場
^
^0

(3)必要な資格等

応募する団体は、次の資格を有する者を直接的に雇用していること。'またグループで応募する場

合は、いずれかの団体が直接的に雇用していること。(取得見込みを含む)

甲種防火対象物の防火管理者の資格所有者

11 申請書類

申請時に次の書類を提出してください。(原本1部、写い0部)

( 1 ) 指定管理者指定申請書(第1号様式)

( 2 )
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グループ応募構成書兼委任状(様式2)(グループ応募の場合のみ)

( 3 ) 団体の概要書(様式3)

事業計画書(様式4)

長崎市体験の森の管理・運営に関する業務の収支予算書(5箇年)(様式5)

( 4 )

( 5 )

( 6 )

(フ)申請書を提出する日の属する事業年度の申請団体の収支予算書及び事業計画書並びに前3事業

年度の収支計算書、事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書(明細書付)、法人税申告書

別表1、 4、 5の写し(税務署の受付が確認できるもの(電子申告については、受信通知の写しを

添付すること))その他団体の事業及び経営の状況を明らかにする書類(法人以外の団体を除く。)

定款、規約、その他これらに類する書類



、.゛

( 8 ) 当該法人の登記事項証明書(法人以外の団体にあっては、(3)で確認)及び役員名簿(様式6)

(申請書提出日から遡って3箇月以内に発行されたもの)

印鑑証明書(申請書提出日から遡って3箇月以内に発行されたもの)

※印鑑は代表者の印(法人の場合は商号及び代表者の役職名が入ってぃるもの)

( 9 )

(1の 納税に関する証明書(申請書提出日から遡って3箇月以内に発行されたもの)

長崎市税においては完納証明書

法人事業税(長崎県分)の納税証明書(直近の事業年度分)

消費税及び地方消費税の納税証明害(直近の事業年度分)

納税義務のある場合のみ。

(11)

【注意事項】

注1 提出害類の用紙の大きさは、日本工業規格A4版とします。(官公署が発行する証明書を除く。)

注2 写い0部は、審査の公平性を確保するため、団体(構成団体を含む。)が特定できないように団体

名、代表者氏名、住所及び電話番号等をすべて伏せて提出してください。

指定管理者指定申請に係る申立書(10(2)に該当しない旨の申立書)(様式7)

12

(1

申請に際しての留意事項

)接触の禁止

本件提案に関して、長崎市体験の森指定管理者候補者選定審査会(以下「審査会」という。)委員、

長崎市職員、その他本件関係者に応募者が接触することを禁止します。

応募者が特定の者を有利にし、又は不利にするような働きかけを行ったときは失格とする場合があ

ります。

なお、審査会委員は次のとおりです。

入江哲明(長崎市レクリエーション協議会)

永野司(長崎市青少年育成連絡協議会)

馬場宰(公益社団法入長崎県緑化推進協会)

深見聡(国立大学法人長崎大学環境科学部)

松本考功(九州北部税理士会長崎支部)

(2)応募の制限等

本施設への応募ぱ 1団体(グループ応募の場合は、グループを構成する各団体)にっき1申請の

みとします。
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(3)申請内容変更の禁止

提出された書類の内容については、提出期限後において変更することはできません。ただし、提

出期限後その内容に明らかな錯誤があると認められる場合は、審査会での協議により、訂正するこ

とができます。

ア
イ
ウ
※



(4)虚偽の記載を.した場合の無効

提出された書類に虚偽の記載があった場合は失格とします。

(5)申請書類の完備

「11 申請害類」に掲げるすべての申請書類が揃っていない場合は、申請を受け付けません。

(田応募書類の取扱い

提出書類は返却しません。なお、申請団体が提出した書類の著作権は、申請団体に帰属します。た

だし、長崎市は指定管理者候補者の選定を行う際や長崎市議会の審議等必要な場合は、提出害・類の全

部又は一部を無償で使用できるものとします。

また、書類は長崎市情報公開条例に基づき公開することがあります。

(フ)応募の辞退

申舗後、辞退する場合には辞退届(様式10)を提出していただきます。

(8)費用負担

応募に際して発生する費用は、選定の有無に関わらず応募者の負担となります。

24

13

(1

審査及び選定の基準

)審査方法

指定管理者の選定にあたっては、外部委員による審査会において、技術点及び価格点の合計で評価

を行う総合評価方式により審査し、審査会での審査の結果を踏まえ長崎市において指定管理者候補者

を選定後、議会の議決を経たうえで指定管理者を指定します。

( 2 )

ア

審査の内容

資格審査

提出された書類により、必要資格等の審査を長崎市において行います。

書類・面接審査

応募内容や事業計画の取組み内容などについて審査会が、書類及び面接にて審査を行います。

イ

( 3 ) 選定基準

安定した経営能力については、提出された書類により評価を行います。

上記以外において、審査における評価項目及び配点は次のとおりです。

区分
大項目

技術点 事業計画

中項目

施設の設置目的と

三十画

評価項目

サービスの向上

施設の効用を最大限に発揮し、森林及び林業

につ.いての理解並びに自然愛護に対する意識

の高揚に資するという施設の設置目的が達成

されるか

施設の利用者の増加や利便性を高めるための

提案であるか

詳細
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配点

8

8

ア
イ



創意工夫

評価と改善

基本事項

自然体験学習や自主事業に関する提案並びに

その他施設の効用を高める事業の提案に創意

工夫が見られるか

基本方針

平等利用の確保

事業の評価・改善体制があるか

当該施設の管理運営業務について、施設の設

置目的等に合った基本方針・理念を持ってい

るか

個人情報の保護

管理運営

体制

人員配置

施設の利用に関し、公平性を確保する考え方

と方策が適切であるか

収支計画・施設管

理

施設の利用者の個人情報の保護に関する措置

は適切か

価格点

職員配置は、当該施設の業務を行うのに適切

か、また管理組織と施設配置職員の連絡体制

ついては適切か

緊急時の対応

価格

4

当該施設の業務に係る収支予算害・管理に関

する基本的な事項は適切であるか

4

( 4 )

経費

緊急時における、連絡体制等危機管理体制は

適切か、また、事故防止対策の考え方と取組

みについては適切か

失格基準

施設を管理運営する安定した経営能力がないと明らかなとき

「6 経費に関する事項」で定める長崎市が支払う委託料の上限額を超えて提案がなされたとき

評価項目の大項目のすべてにおいて、配点の50%未満となるとき

技術点の区分の合計点が配点の60%未満となるとき

「人員配置」「緊急時の対応」のいずれかが0点であるとき

4

経費は適正か

※上限の範囲内において、 7定の基準額まで

は経費の削減努力を評価しますが、その基準

額を下回る場合はサービス水準の低下が懸念

されることから、評価が下がります。

4
12

4

(5)選定結果

選定結果については、採択、不採択に関わらず、申請団体に通知するとともに、長崎市指定管理者

ホームページ等において、申請者名、順位、点数等を公表します。

指定管理者候補者に決定した団体については、・指定管理者選定結果通知害により通知することとし

ます。

また、指定管理者候補者に決定した団体が、管理の開始までに「10 応募に関する事項」に規定

80

8

寸

8 20

4

24
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する要件を満たさなくなったときは、速やかに長崎市に届け出てください。

14 指定管理者の指定の手続き

指定管理者は、地方自治法の規定により長崎市議会の議決を経たうえで指定されます。指定議案は令和

元年11月長崎市議会定例会に提案することを予定しており、議決後、指定団体に通知します。

15 協定に関する事項

指定管理者の指定後に、指定管理者と長崎市において指定管理業務に係る管理業務上詳細な事項につ

いて、協定を締結します。

また、'協定書に定めのない事項が発生した場合には、改めて協議することとします。

(1)協定に盛り込む事項

ア総括的事項

(ア)施設の概要(施設の名称、'規模、利用時間、休所日など)

(イ)指定期間

イ管理業務の履行に関する事項

(ア)業務の範囲に関する事項

(イ)個人情報保護に関する事項

(ウ)情報公開に関する事項

(エ)職員への教育・研修

(オ)利用者等からの苦情への対応

ウ施設の利用に関する事項

(ア)利用料金に関する事項

(イ)自主事業に関する事項

工委託料に関する事項

(ア)委託料の金額

(イ)支払方法及び精算方法

オ事業の実施に関する事項

(ア)実施計画の実施に関する取決め事項

力責任分担に関する事項

キモニタリングに関する事項

(ア)事業穀告書の作成及び業務報告に関する事項

(イ)利用考アンケ「卜に関する事項

(ウ)事故報告に関する事項

ク指定の取消し及び管理業務の停止に関する事項

ケ業務不履行時等における違約金に関する事項

コ指定期間終了に伴う措置に関する事項

サその他必要な事項

(2)協定の締結に際し必要な事項

協定の締結に際し必要な事項にっいては、指定管理者と長崎市が協議のうえ定めることとし.ます。

,
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(・3)協定が締結できない場合の措置等

指定管理者が、協定の締結までに次に掲げる事項に該当するときは、その指定を取消すことがあり

ます。

ア正当な理由なくして協定の締結に応じないとき

イ財務状況の悪化等により、指定管理業務の履行が確実でないと認められるとき

ウ著しく社会的な信用を損なうなど、指定管理者としてふさわしくないと認められるとき

16 モニタリング

長崎市は、当該施設の円滑な運営を確保するため、指定管理者が行う業務の実施状況を把握するモニタ

リングを実施します。

指定管理者は長崎市が行うモニタリングに必要な調査及び報告を行うこととします。

指定管理者が管理の基準や事業計画に示された業務等において、基準を満たしていないと認めるとき

は、長崎市は改善等必要な指示を行い、これに従わない場合は、業務の停止や指定の取消しを行うことが

あります。

17 指定の取消し及び違約金

(1)指定取消し等の要件

長崎市は、指定管理者が次のいずれかに該当すると認めるときは、その指定を取消し、又は期問を

定めて本業務の全部又は一部の停止を命じることができます。

なお、指定の取消し等に伴い指定管理者に損害、損失又は増加費用が生じても、長崎市はその賠

償の責めを負いません。

また、指定を取消した場合において、長崎市に損害、損失又は増加費用があるときは、指定管理

者は長崎市に對し、その損害等を賠償することになります。

ア指定管理者が虚偽又は不正な手段により指定を受けたとき。

イ指定管理者自らの責めに帰すべき事由により、指定を受けた後、業務の辞退や協定書の解除の申

し出により本業務を履行しない又は履行の見込みがないと認められるとき。

ウ協定又は関係法令等の条項に違反したとき。

工本募集要項「10 応募に関する事項」の「(1)応募資格」に定める要件(アを除く)を満たさ

なくなったとき及び「(2)応募団体の制限」のいずれかに該当したとき。

オ施設の管理に重大な支障が生じる又は生じる恐れがあるとき。

力著しく社会的信用を失ったとき。

キその他、長崎市が必要と認めるとき。

(2)業務不履行時等の違約金

指定の取消し等で業務不履行となった場合は、違約金として、指定管理者が長崎市に提出した本施
、

設の管理に関する業務の収支予算妄における指定期間に係る委託料の額から、長崎市が認める正当な

履行部分に相当する額を除いた額の100分の10に相当する額を長崎市に納付していただきます。

また、「6 経費に関する事項」a)により支払われた委託料のうち、業務不履行部分に係る委託料

については、返還していただくこととなります。
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(1

その他の事項

)指定管理者として議会の議決が得られなかった場合等の措置

次のいずれかに該当した場合は指定管理者に指定しません。

なお、いずれの場合においても、指定管理者候補者が応募に関して負担した費用及び管理運営の

準備のために負担した費用については、すべて指定管理者候補者の負担とします。

ア長崎市議会での議決が得られない場合

イ議決を得るまでの間に、指定管理者に指定すること,が著しく、不適当と認め・られる事項が生じた

場合

(2)業務の継続が困難になった場合の措置

指定管理者は、業務の継続が困難になった場合又はその恐れが生じた場合は、速やかに長崎市に報

告するものとし、その場合の措置については、次のとおりとします。

ア指定管理者の責めに帰すべき事由による場合

指定管理者の責めに帰すべき事由により業務の継続が困難となった場合又はその恐れが生じた

場合には、長崎市は指定管理者に対して改善等の指示を行い、期間を定めて改善策の提出及び実施

を求めることができるものとします。また、指定管理者がその期間内に改善することができなかっ

た場合にはイ長崎市は指定管理者の指定を取消し又は業務の全部若しくは一部の停止を命じるこ

とができるものとします。

なお、指定管理者の指定が取消され、又は業務の全部若しくは一部が停止された場合には、

「17 指定の取消し及び違約金」のa)、②と同様に取扱うこととし、その旨を協定書に規定する

ものとします。

イ不可抗力等による場合

不可抗力その他指定管理者及び長崎市の責めに帰ずることができ,ない事由により業務の継続が

困難となった場合は、指定管理者と長崎市は、業務継続の可否等につし,、て協議を行い、継続が困難

と判断した場合は、長崎市は、指定管理者の指定の取消し又は業務の全部若しくは一部の停止を命

じることができるものとします。

'

(3)業務の引き継ぎについて

指定期間の終了又は指定の取消しにより次の指定管理者に引き継ぐ場合は、円滑かつ支障なく引

き継ぎができるように協力していただくことになります。
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【問い合わせ先】

長崎市水産農林部水産農林政策課(長崎市役所金屋町別館3階)

担当向井、植田(総務係)

〒部0-0037 長崎市金屋町9番3号金屋町別館3階

電話 095-820-6562(直通)、 FAX 095-827-6513

メールアドレス Suinou seisaku@oitv.na貞ヨ5aki.1真.ip



長崎市体験の森(以下「体験の森」という。)の指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、

この仕様書によります。

また、本文中に「条例」とあるのは「長崎市体験の森条例」、「規則」とあるのは「長崎市体験

の森条例施行規則」を表します。

長崎市体験の森指定管理者業務仕様書

1 趣旨

本仕様書は、体験の森の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法について定めることを目

的とします。

2 施設の概要

称長崎市体験の森(1)名

(2)所在地長崎市茂木町1010番地1ほか

(3)設立年月日平成6年7月1日

(4)施設の規模区域面積約17. oha

(5)施設の内容(主な施設)

ア森林学習施設:森林体験館(木造2階建'(480 市)、多目的ホール、木工体験コーナ

、図書コーナー、・森林学習室、厨房、シャワ一室、事務所等)

イ休養宿泊施設:木造平屋建(30rr) 3棟、木造2階建(48 rr) 2棟、備付備品(ミニ

キッチン、ミニ冷蔵庫、ユニットバス、トイレ、エアコン、布団5組、電気釜、等)

ウ駐車場:約1,90orrl

エキャンプ場:テントサイト26 区画(約 5,50orrl)、管理棟、炊飯場2箇所

オ運動広場:約6,500市、遊具4基

力涼坂樹木園:約22,60ont

キ昆虫の森:クヌギ林(約12,300市)

ク桜園':約 4,600 雨

ケ準堤観音広場:約3,20orrl

コ給水施設:動力施設(ポンプ) 1箇所、タンク5箇所、配管

サ林閻歩道: L=約2,410m、 W=2.om

シ便所:6箇所、汲取り式

ス東屋:5箇所、木造

セ_林道唐八景線: L=5,10om、、W=3.om

ソその他施設:広場3箇所(約4,300河、遊具2基)、倉庫1棟、野鳥観察小屋2箇所

(田位置図 別紙1のとおり
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(フ) 利用者数等

森林学習施設

休養宿泊施設

キャンプ場

※月別の休養宿泊施設(宿泊)利用者数の内訳

運動広場

宿泊

宿泊棟数

休憩

升

H27

H27

9,871

4月

H28

1,878

30畊東

1,430

3,308

H29

訂

H 28

5月

H30

137

き十

8,404

194

巧7

6月

※宿泊者対応に要した宿直日数

2,054

256

119

331 棟

1,671

3,725

H29

17g

33

12,718

172

7月

133

26,069

9,031

67

264

(単位:人)

1,腿7

74

8月

271

H27

H30

307 棟

2,043

3,680

船

238

( 8 )

572

8,27フ

233

フ,87フ

9.月

20,644

531

112日

161

1,550

296 棟

1,803

3,3胎

利用料金(基準額)

休養宿泊施設を利用する場合の基準額

181

ア

457

10月

178

371

13,4舗

H28

部

153

118

26,279

※

11月

175

区分

184

120日

宿泊

弱

92

10,220

12月

66

・シャワ一施設:1 回につき 100円

イ附属設備・使用料

休憩

83

21,516

57

H 29

194

53

1月

午後4時から翌日午前10時まで

102

112日

96

午前11時から午後3時まで

104

2月

133

利用時問帯

(単位:人)

5

H 30

161

3月

バーベキューセット

42

16

108日

24

34

計

207

46

1,878

136

2,054

区分

布団

巧1

1,腿7

寝袋

1,550

食器

冷暖房設備

大

電磁調理器

/1、

シーツ付

金額

1棟1時問につき 523円

1'棟につき 8,904円

シーツ付

1人分

単位

1台1泊

宿泊の場合

1台1泊

休憩の場合

1組1泊

1組リ白

1組リ白

金額

1台1泊

1 台 1 泊

1,047円

1 台 1時間
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523円

523円

523円

104円

523円

523円

52円

合



(9)減免棟数及び減免額(実績)

本市又は本市の機関が

主催する市長が別に定

める行事に利用すると

き(・100%減免)

区分

本市又は本市の機関が

主催し、又は経費の一部

を負担する行事に利用

するとき(80%減免)

【休養宿泊宿施設(宿泊)】

棟数

本市所在の学校(学校教

育法(昭和 22年法律第

26号)第1条に規定する

学校)が教育の目的のた

め利用するとき(70%減

免)

H27

減免額

棟数

H28

減免額

本市所在の心身障害者

団体若しくはその育成

団体又は社会福祉事業

を行う団体がその目的

達成のための行事に利

用するとき(40%減免)

棟数

H29

減免額

H30

18 棟

本市所在の社会教育関

係団体がその目的達成

のために利用するとき

(40%減免)

109,329円

棟数

25 棟

152,338円

20 棟

16 棟

減免額

3 管理に関する考え方

体験の森の管理運営は、次に掲げる項昌に沿って行ってください。

(1)体験の森が、市民が森林に親しみ、憩い、自然を体験する場を提供することにより、森林

及び林業についての理解並びに自然愛護に対する意識の高揚に資するものであるという設置

理念に基づき、管理運営を行ってください。

(2)公の施設として、市民の平等な利用及び利用者への公平なサービスの提供を常に確保する

117,116円

寸

14棟

9棟

59,432円

棟数

85,652円

減免額

、

17 棟

31,464円

168,761円

34棟

5棟

59,432円

183,802円

34棟

17,480円

176,548円

詐棟

103,132円

19 棟

-37ー
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とともに良好な施設の維持管理を行うことを基本としてください。

(3)利用者の安全確保に留意するとともに、施設の環境保全、保安警備に努め、良好な施設の

維持管理を行うことを基本としてください。

(4)利用者の意見を管理運営に反映させてください。

(5)個人情報の保護を徹底してください。

(6)効率的な運営を行ってください。

(フ)管理運営費の削減に努めてください。

4 指定期間

令和2年4月1日から令和7年3月31日までの5年間とします。

1月2日から1月7日まで

5 法令等の遵守

体験の森の管理及び事業実施にあたっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令等を遵守して

ください。

(1)地方自治法

(・2)長崎市体験の森条例、長崎市体験の森条例施行規則

(3)労働基準法、労働安全衛生法、最低賃金法その他労働関係法令

(4)個人情報保護に関する法律、長崎市個人情報保護条例、長崎市情報公開条例

(5)消防法

(田警備業法

(フ)旅館法

(8)その他、業務を遂行する上で、関連する法令等がある場合は、それらを遵守してください。

指定期間中に前各号に規定する法令に改正があった場合は、改正された内容を仕様とします。

6 利用時間及び休所日等について

利用時間及び休所.日の承認の基準は次のとおりです。

森林学習施設

施設名

休養宿泊施設

前10時から午後4時までの時間帯を基本と

し、 1日6時間以上
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キャンプ施設

泊の場合

利用時間

1月1日から6月30日まで及び

10月1日から12月31日まで

木憩の場合

後4時から翌日午前10時まで

の時間帯を基本とし、 1,日18時

間以上

前0時から午後柁時までの時間帯を基本と

し、 1.日12時間以上

前11時から午後3時までの時

間帯を基本とし、1日4時間以上

休所日



シャワ一施設

運動広場

※指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て利用時問及び休所日を変更す

ることができます。

前10時から午後4時までの時間帯を基本と

し、 1日6時問以上

前10時から午後4時までの時間帯を基本と

し、 1日肌寺間以上

7 職員の配置等について

関係法令を遵守し、適正な労働条件のもと、業務実態にあづた体制を確立するとともに、施

設管理や運営に的確な対応ができる職員の確保及び配置を行ってください。

(1)職員配置

ア統括賣任者として、長崎市体験の森に常勤職員の施設長を配置してください。

イ施設長を補佐し、施設長不在時に代理する役割を担うとともに、事業の実施及び来場者

の対応等を行う者として、常勤職員の主任を配置してください。

ウ施設長又は主任が甲種防火管理者の資格所有者であること。

工午前10時から午後4時までは、常勤職員1名を含む2名以上の職員を配置してください。

オ事務補助、施設清掃、施設点検、宿直は、休養宿泊施設を含めた施設全体を安全に運営

するために必要な人数を配置してください。なお、宿直については、休養宿泊施設に宿泊

者がいる場合は、必ず1名以上配置してください。

※長崎市が想定する職員の配置は次のとおりです。

施設長、主任、事務補助、施設清掃、施設点検、宿直、イベント実施補助

(2)職員の基準

ア専門的な資格、技術等を要する業務については、必ず当該資格保有職員を配置してくだ

さい。

イ職員は、直接雇用し、労働関係法令を遵守してください。

ウ職員は制服を着用するなど、施設利用者が判別できるようにしてください。

工職員に対し、施設の運営管理に必要な研修を実施してください。

1月2日から1月7日まで
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指定管理者が行う業務の範囲

)指定管理業務

ア施設の受付、案内

(ア)体験の森の概要等の基本情報を把握し、利用者又は電話等の問い合わせに対応してく

ださい。

(イ)利用者又は電話等による苦情については、誠意を持って適切かつ迅速に対応し記録し

てください。

イ施設利用等の許可(取消しを含む)

条例、規則等に従って行ってください。

8
0



ウ施設の利用料金の徴収

(ア)行為の許可に係る料金、又は施設及び附属設備の利用に係る料金は利用料金とし一指

定管理者の収入とします。

(イ)利用料金は、あらかじめ長崎市の承認を受けて定める基準に基づき、減免することが

できます。

(ウ)釣り銭は必要に応じて準備し、利用者の便宜を図ってください。

工施設の利用に伴う備品類の貸出し

オ施設の利用実績の記録・集計

力自然体験学習の実施

市民が森林に親しみ、憩い、自.然を体験する場を提供することにより、森林及び林業に

ついての理解並びに自然愛護に対する意識の高揚を積極的に推進するため、指定管理者の

創意工夫により、森林体験学習に関する多様なイベントを企画し、年間 10 回以上実施し

てください。なお、イベント保険料、消耗品等の必要経費相当を参加料として徴収するこ

とができるものとしまず。

キ広告宣伝

体験の森の施設の周知を図るとともに、効用を最大限に発揮できるよう、広告宣伝業務

を行ってください'

(ア)体験の森のホームページを制作してください。なお、ホームページ掲載情報は、定期

的に更新作業を行い、最新の情報提供に努めてください。

※ホームページの所有権等ホームページを利用するために必要な一切の権利は指定

期間終了又は指定の取消しをもって長崎市に帰属するものとします。

(イ)チラシの作成等の各種広報媒体を活用した広告宣伝に努めてください。

ク施設及び設備の維持管理

(ア)施設及び設備の保守点検

a 浄化槽(雑排水槽)保守点検

下流域に飲料水取水場があるため、月1回の放流水の水質検査(BOD・SS・大

腸菌)及び保守点検を行ってください。(※雑排水のみ、し尿流入なし)

b 消防施設保守点検

消防法施行規則第31条の4の第1項及び第3項に示された基準に従って、消防用設

備の保守点検を行ってください。(法定点検年2回

C 貯水槽等保守点検・清掃

貯水槽(市水6t、市水2t)の水質検査及び点検・清掃(年1回)、貯水槽(原水

槽8t、昆虫の森6 t、野鳥の森6 t)の点検・清掃(年1.回)並びに動力施設(ボ

ンプ) 1ケ所の維持管理を行ってください。

d 機械警備

機械警備を導入し、夜間及び休所日は機械警備による安全管理を行ってください。

(森林体験館1キ刺
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(イ)施設の修繕

a 市が行う修繕

bで定める指定管理者が行う修繕以外の修繕については、市が行います。

b 指定管理者が行う修繕

森林学習施設、休養宿泊施設などの附属設備や備品の故障、雨漏りなど体験の森施

設運営において緊急、を要する修繕で1件当たりの金額が 20 万円未満(税込)の修繕に

ついては、責任分担表に示すとおり市が委託料に含めて支払う年間55万円脱込)の修

繕料の範囲内で指定管理者において対応するものとします。

C 修繕の執行

修繕の執行(業者選定、見積徴取、契約等を含む。)は長崎市契約規則(昭和 39年

規則第26号)に準じて行うようにしてください。

d 修繕料の精算

指定管理者は、修繕料に係る委託料について、支出の内訳を明らかにした精算書

を作成し、市が指定する日ま.でに市に提出するものとし、精算した結果、残金が生

じたときは、市が指定する日までに市に残金を返還しなければなりません。

(ウ)施設の清掃等及び除草等

体験の森区域内のごみ拾いや建物内の清掃を行うとともに、定期的に除草するなど、

施設全体の美化に努めてください。ごみステーションに溜まったごみは、定期的に運

搬・廃棄してください。また、不法投棄物があった場合には、投棄者へ撤去を要請し、

その投棄者が判明しない場合には自らその処理を行ってください。

・建物清掃の基準

森林体験館(週1 回)、便所(週3回)、休養宿泊施設(適宜)

・建物内害虫駆除の基準

森林体験館(年6回)、休養宿泊施設(年6回)

・除草の基準

涼坂樹木園 22,600 阿(年1 回)、広場 4,300 市(年3 回)、

運動広場 6,印o rrr (年3 回)、昆虫の森 12,30o rr;(年1.回)、

キャンプ場 5,500 市(年1 回)、林間歩道 2,410rrfxvV2. om (年2 回)、

桜園 4,60orrl(年3 回)、準堤観音広場3,200 市(年3 回)、

林道唐八景線 5,10o nrxvV3.om (年3 回)、駐車場法面 1,700 市(年1 回)

・ごみ収集・運搬の基準

繁忙期(4 力月:5月、フ~9月)週2、回、

繁忙期以外(8 力月:4月、 6月、 1 0月~3月)週1 回

(エ)施設の安全管理

・施設の利用時間中は、定期的に巡回するなど、利用者の安全に配慮し、事故防止に努

-41-



めてください。

・事故発生時には、救護措置をとり、長崎市及び警察等関係機関へ連絡報告等を行って

ください。

・天災、火災等の災害発生時は、'利用者の安全を最優先に避難誘導を行うとともに長崎

市及び消防署等関係各機関に連絡を行うなど適切な対応を行ってください。また、円滑

な避難誘導等を行うことができるよう、普段から必要な訓練等を行ってください。

ケ備品類の管理・・調達

(ア)指定管理者は、別紙2に記載する長崎市が所有する,備品等について、備品台帳等を備

えてその保管に係る備品等を整理し、適正に管理してください。

(イ)指定管理者は、長崎市が貸与する備品等において、故意又は過失により破損又は滅失

した場合は、自己の費用により購入又は調達してください。

(ウ)備品等の詳細の取扱いについては、別途協定書において・定めることとします。

コその他

(ア)事業計画書及び収支予算書の作成

年度分の事業計画善及び収支予算書を毎年度9月末までに作成し、市に提出してくだ

さい。

(イ)事業報告書の作成

a 管理運営業務の利用状況・実施状況等を記載した業務日報を作成してください。長

崎市が指定する期問保管し、求めがあったときは提出してください。

b 月次事業報告書を毎月に作成し、翌月10日までに提出してください。

C 年間事業報告書を作成し、翌年度の4月末日までに報告してください。

(ウ)施設の利用実績の記録・集計

施設区分毎に利用者数及び金額を集計し、翌月10日までに報告してください。

(エ)施設の環境マネジメントシステムの運用における必要な記録の報告

市の環境に関する方針や目標に基づいた施設の管理運営を行うとともに、所定の様

式により報告してください。

(オ)職員研修

職員の資質を高めるため、研修を実施するとともに、施設の管理運営に必要な知識と

技術の習得に努めてください。

仂)利用者等からの苦情への対応

利用者等からの苦情や要望については、誠意をもって適切かつ迅速に対応するとと

もに、長崎市へ報告してください。また、アンケートBOXを設置するなど、利用者の

声を反映するための仕組みづくりに努め、改善状況について長崎市へ報告してくださ

い。

(キ)留意事項

a 施設内に喫煙場所は設けないでください'

b 本業務に従事する職員には名札.を着用させてください。
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C 利用者に対して、マムシや蜂等の出没に対する注意喚起を行ってください。

d 飲用に適さない給水施設について注意喚起を行ってください。

(ク)施設の運営に関して市長が必要と認める業務

.必要な範囲において、長崎市が実施する業務に協力してください。

また、長崎市と定期的に協議の場を設けるなど、行政情報の収集を図るよう努めて

ください。

(2)自主事業

提案した事業を実施してください。なお、指定期間中における提案事業は原則実施していた

だくこととなります。また、'指定期問中に新たに実施する場合には、事前に長崎市の承認を

得た上で実施してください。

10 経費等について

9 モニタリング
L

長崎市は、当該施設の円滑な運営を確保するため、指定管理業務の実施状況を把握するモニ

タリングを実施します。

指定管理者は長崎市が行うモニタリングに必要な調査及び報告を行うこととします。

指定管理者が管理の基準や事業計画に示された業務等において、基準を満たしていないと認

めるときは、長崎市は改善等必要な指示を行い、これに従わない場合は、業務の停止や指定の

取消しを行うことがあります。

(1)実施方法

ア事業報告書の提出

指定管理者は実施した事業に関する報告害傭業報告劃を作成し、月ごと、年度ごとに

長崎市に提出することとします。

イ施設利用者のアンケートの実施

指定管理者は、サービスの向上や利用者の増加が図られるなどの効果があったか厳正に

評価し検証する観点から、アンケート等により、施設利用者の意見、苦情等を聴取し、そ

の結果及び業務改善への反映状況について長崎市に報告するものとします。

ウ担当職員による現地調査

担当職員が、直接施設に行き、管理運営の状況を調査することとします。

工指定管理者による自己評価

指定管理者は、業務についての日報や月報等を作成することにより事業計画との整合が

取れているか等の自己評価を行い、事業計画との示麟がある場合は、早期に原因究明を行

い、対策を講じることとします。

オその他

長崎市は、指定管理者の管理運営状況を把握するため、必要に応じた監視・指導を行う

ものとします。
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指定管理者は、長崎市が支払う指定管理に係る委託料(以下「委託料」という。)及び利用者

が支払う利用料金収入によ・り管理運営を行うことになります。

(1)事業報告

会計年度終了後、30日以内に事業の報告を行ってください。

(2)経理規定

指定管理者は、'経理規定を策定し、経理事務を行ってください。

(3)立入検査について

長崎市は、必要に応じて労務管理、施設、物品、各種帳簿等の現地検査を行うこととしま

す。

11 指定管理者の賠償責任と保険の加入

長崎市は「全国市長会市民総合賠償補償保険」に加入して.います。ただし,保険の対象は唄音

償責任保険(身体賠償,財物賠償等)」のみであり、「補償保険(見舞金等)」は対象になりませ

ん。また、指定管理者.が自らの責任と費用において実施する.自主事業などの保険の対象となら

ない業務に起因する事故等によるものについても対象になりません。指定管理者は自らのりス

クに対応して、自らの負担において必要に応じて保険に加入してください。

12 業務実施上の注意事項

業務を実施するにあたっては、次の各項目に留意して円滑に実施してください。

(1)公の施設である二とを常に念頭において、.公平な運営を行うこととし、特定の団体等に有

利に、あるいは不利になる運営をしないでください。

(2)施設の管理運営に係る各種規程・要綱等がない場合は、長崎市の諸規程に準じて、あるい

はその精神に基づき業務を実施してください。

(3)指定管理者が施設の管理運営に係る各種規程・要綱等を作成する場合は、長崎市と協議を

行ってくだ,さい。

(4)消防法(昭和23年法律第186号)第8条の規定に基づき、防火管理者を定めるものと
ノ

しまず。防火管理者は消防計画を作成し、消防計画に基づく避難の訓練の実施その他防災管

理上必要な業務を行ってください。

(5)市民の利便に資するため、利用時間、休所日の変更が必要であると市長が認めたときは、

指定管理者は、その変更に伴い必要とされる業務を行ってください。

(6)その他、仕様書に記載のない事項については、長崎市と協議を行ってください。

(フ)指定期閻中、年度ごとの予算については、長崎市の財政の状況等により金額が変更となる

場合があります。

13 協議

この仕様書に規定するもののほか指定管理者の業務の内容及び処理について疑義が生じた場

合は、長崎市と協議し、決定します。
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/

,術品^厘再

片袖机

種

回転並椅子

保管庫

草刈機

類

テレビ

携帯用発電機

数量

4基

3脚

座机

8台

金庫

4ム

種

黒板.(ホワイトボード)

1 "、

生ゴミ処理機

類

1 "、

報知器

廊匝

その他休養宿泊施設等に備付け

ている備品類

数量

3基

1枚

2ム

一式

L_
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